
第６回TRIZシンポジウム
（TRIZ Symposium 2010 in Japan）

第６回TRIZシンポジウム閉会にあたって
（TRIZ Symposium 2010 in Japan）

-新分野適用と普及拡大を目指して-
（20１０年９月９日～9月1１日、於：神奈川工科大）

NPO法人日本TRIZ協会
シンポジウム実行委員長

三原 祐治

２０10年９月１1日

ＴＲＩＺシンポジウム参加のお礼と

日本ＴＲＩＺ協会活動への参加へのお願い
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今回のシンポジウム（従来の形態との違い）は

・ ２件の基調講演

・ 国内初心者向けのチュートリアルと
海外からの参加者との予備セッション の実施

・ 会員諸兄のボランティアによるスライドの和英同時投影、
および 討論の通訳

といった従来の事項に加え

１）「新分野適用と普及拡大を目指して」とのテーマのもと、
５件のテーマ講演を設定。

２）報告集のUSBメモリー化によるフルカラー化
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TRIZシンポジウムの発展・経過

回次 主催 開催時期 開催場所 参加者
発表件
数

第1回

日本
TRIZ
協議会

2005年9月 ラフォーレ修善寺 104名 20

第２回 2006年８月末 パナヒルズ大阪 157名 34

第３回 2007年８月末 東芝研修センター 204名 34

第4回

日本
TRIZ
協会

2008年
9月10日～1２日

ラフォーレ琵琶湖
（滋賀県）

180名 46

第５回 2009年
9月10日～1２日

国立女性教育会館
（埼玉県）

132名 42

第６回
20１０年
9月９日～1１日

神奈川工科大
（厚木市） １６９名 ４０
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第６回シンポジウム準備組織および協力者(１)

全体統括 ：林 利弘

【敬称略、順不同】【所属記載なしは日本ＴＲＩＺ協会の運営会議メンバー】

開催準備協力者 ： 黒澤愼輔、仲畑光蔵、正木敏明、海野誠、有田節男、
菊池史子、片岡敏光、長谷川公彦、国友秀世、

前古 護、大田哲也、池田理、横山和正
デザイン協力 ： 後藤一雄 （リコー）

上記の他、神奈川工科大学の関係者特に、リエゾンオフィスコーディネータや
石濱研究室、また学生の方々には大層お世話になりました。

準備組織 （シンポジウム実行委員会）
実行委員長 ： 三原祐治
実行委員 (事務局) ： 堀田 政利、清水 玲子(日本TRIZ協会)

(会場担当) ： 石濱 正男
(海外対応) ： 中川 徹、井上 淳（東芝）

プログラム委員長 ： （正）中川 徹、（副） 小西 慶久
プログラム委員（兼ポスターセッション担当）： 福嶋洋次郎
プログラム委員 ： 庄内 亨
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通訳・スライド翻訳協力者
通訳者 ： 小西慶久、黒澤愼輔、石濱正男 、

上村輝之(ウィルフォート国際特許事務所) 、坂田寛（日立）

【敬称略、順不同】【所属記載なしは日本ＴＲＩＺ協会の運営会議メンバー】

第６回シンポジウム準備組織および協力者(２)

英訳 ： 中川徹、小西慶久、庄内亨、
宮下 今日子(個人非会員)、津波古和司（日立ＧＳＴ)

小西慶久、中川徹、有田節男、
大曾根靖夫 (日立) 、中三川哲明(日立) 、
津波古和司（日立ＧＳＴ)、石田厚子（日立コンサルティング）

英訳推敲支援 :

和訳 ： 小西慶久、黒澤愼輔、仲畑光蔵 、菊池史子、澤口学、
正木敏明 、中川徹、池田理、井上淳(東芝) 、
岡建樹（コニカミノルタBT)、高原 利生（個人） 、

坂田寛（日立）、渡辺裕（ソニー）、望月朗（日産自動車）
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TRIZシンポジウムでの活動はもとより、

日本TRIZ協会の活動は会員ベースの公共的な

ボランティアベースの非営利法人活動で行われています。

ＴＲＩＺを、広く日本に普及し、
それによる産業の発展をめざして

研究会活動の参加をはじめとして、TRIZ協会の活動に
皆さんの積極的なご参加をお願いします。
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第６回ＴＲＩＺシンポジウム 閉会にあたって

皆さん、第６回ＴＲＩＺシンポジウムでの３日間お疲れ様でした。

シンポジウムも日程を終えましたが

年々充実した内容の発表が行われ、活発な討論が行われました。
充実した３日間を過ごされたものと思います。

運営面では、いくつか不備な点があって不愉快なこともあった

ことをおわび申し上げます。

全体として、今回の企画は成功したといっても良いのではないか
と主催の一翼を担ったものとして、自讃しておりますが、

これも皆さんのご協力があってのものです。

厚くお礼を申し上げます。
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第７回（2011年）日本TRIZシンポジウム は

・日程：２０１１年９月８日（木）～１０日（土） ：第１候補

・場所： 関東地区

にて開催します。

ＴＲＩＺを、広く日本に普及し、それによる産業の発展をめざして

今から、日程調整をお考えください。
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次回のシンポジウムには是非発表をお願いします。

→ 今から発表に向けて準備をお願いします。

と同時に、

今年同様活発な意見交換をお願いします。

ＴＲＩＺを、広く日本に普及し、
それによる産業の発展をめざして
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第６回ＴＲＩＺシンポジウムへのご参加
ありがとうございました。

あらためてお礼申し上げます。

来年のシンポジウムのためにも、アンケートの記入に
ご協力をお願いします。

あなたにとって良かった講演の「投票」をおねがいします。

また名札の回収にご協力ください。


